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はじめに 

2013 年 10 月 16 日に、台風 26 号が関東地方沿岸

に接近した。接近前から「2004 年の台風 22 号以来

の気圧」と話題となったこの台風の影響で、西日本

から北日本の広い範囲で大雨・暴風となり、飛行機

の欠航や鉄道の運休などが相次いだ。人的被害は全

国で死者 31 人、負傷者は重軽傷あわせて 100 人以上

であった（10 月 22 日 9 時現在、消防庁）。記録的な

大雨となった東京都大島町（伊豆大島）では大規模

な土砂災害が発生（写真 1）。多数の死者行方不明者

があり、現在も捜索が続いている。19 日夕方に出さ

れていた避難勧告は解除されたが、今後も台風が近

づく恐れがあることから、島内の高齢者や要介護者

らのうち希望者を島外に避難させる方針だという。

今回の台風 26 号では、2013 年 8 月から気象庁によ

り運用が開始された特別警報の発表はなかった。 

本レポートでは、台風 26 号により発生した伊豆大

島の土砂災害、降水量と注意報・警報の発表などに

関する内容を取り上げる。 

 

 

 

写真 1 台風 26 号の猛烈な雨で、住宅地をのみ込んだ大規 
模な土砂崩れ＝16 日午前 10 時 37 分、東京都大島

町で共同通信社ヘリから1 

                                                           
1写真提供：共同通信社 
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1. 台風 26 号の概要 

1.1. 台風の経路 

台風 26 号は、10 月 11 日にマリアナ諸島の近海で発生し、14 日には沖の鳥島近海で非常に強い勢力となっ

た。日本の南の海上を北北西に進んだ後、15 日午前には南大東島の東の海上で次第に北東に進路を変え、16

日未明から朝にかけて勢力を維持しながら伊豆諸島や関東地方に接近した。その後、速度を速めて関東の東

海上を北東に進み、16 日 15 時には三陸沖で温帯低気圧に変わった（図 1）。 

 

図 1 台風 26 号の経路図2 

 

1.2. 大雨の状況 

15 日夜から 16 日明け方にかけて伊豆諸島北部、千葉県、静岡県を中心に大雨となった。特に東京都大島

町の雨量は多く、1 時間雨量は 122.5 ミリ、24 時間降水量では 824.0 ミリと 10 月の月降水量平年値（329.0 ミ

リ）の約 2.5 倍の雨を観測し、いずれも観測史上 1 位を更新した。東京（大手町）の 1 年間の平均降水量は

1,528.8 ミリであるから、半年分以上の降水量にあたり、いかに大島町での降水量が多かったかがわかる。そ

の他の地域でも、1 時間の降水量が千葉県船橋で 58.5 ミリ、茨城県鹿嶋で 62.5 ミリ、千葉県千葉で 61.5 ミリ

を観測するなどの大雨となり、観測記録を更新した地点もあった。次項にレーダー観測による降水量の分布

を示す（図 2）。伊豆大島周辺でこの期間内に 1 時間に 80 ミリ以上の大雨となったことがわかる。 

また、総降水量では、東京都大島で 824.0 ミリ、静岡県天城山で 399.0 ミリ、千葉県鋸南で 370.5 ミリ、茨

                                                           
2気象庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/new/jyun_sokuji20131014-1016.pdf）（アクセス日：

2013 年 10 月 21 日） 
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城県鹿嶋で 362.5 ミリなどを観測した。 

   

図 2 期間内の最大 1 時間降水量分布図（左）、期間内の総降水量分布図（右）（10 月 14 日～10 月 16 日）3 

 

1.3. 勢力の強い台風となった要因および伊豆大島で大雨となった要因 

今回の台風 26 号が辿った経路では、海水温が高かったため、勢力が衰えなかった。また、偏西風に乗って

加速したために衰える時間すらなく、強い勢力を保ったまま日本に接近したと考えられる。 

伊豆大島で大雨となった要因としては、積乱雲の停滞がある。台風に向かって流れ込んだ南からの湿った

風と北から流れてきた冷たい風がぶつかりあって沿岸前線が発生し、強い上昇気流により積乱雲が発達した。

沿岸前線とは海から吹きつける暖気と内陸域の冷気との間にできる局地的な前線で、伊豆大島付近に 4 時間

ほど停滞して、次々と積乱雲が生み出され、当該箇所で猛烈な雨が降り続いた。 

1.4. 短時間降水量の予測 

2013 年の台風 18 号でも今回の台風 26 号と同様、海水温の高さが台風の勢力の維持につながっている。今

後も海水温の上昇が続けば、台風が日本列島に上陸または接近する際には、強い勢力を維持することが懸念

される。 

21 世紀末には、日本の全ての地域で短時間強雨（1 時間降水量 50 ミリ以上）の年平均発生回数が増加する

との予測がある（図 3）。ここで、グラフは非静力学地域気候モデル（NHRCM, 解像度 5km）4により 1 時間

降水量 50 ミリ以上の年間発生回数の変化予測を地域別に示したものである。棒グラフは 1 地点あたりの年間

                                                           
3 気象庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/new/jyun_sokuji20131014-1016.pdf）（アクセス日：

2013 年 10 月 21 日） 
4 気象庁気象研究所が開発したモデル 
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発生回数（灰：1980～1999 年、赤：2076～2095 年）、縦棒は年々変動の標準偏差（左：1980～1999 年、右：

2076～2095 年）を示している。 

 
図 3 地域別の 1 時間降水量 50 ミリ以上の年間発生回数の変化5 

 

1.5. 伊豆大島に記録的な降水量をもたらした過去の台風 

 伊豆大島の過去の台風について、日降水量の記録6とともに考察する。伊豆大島の上位 3 位までの日降水量

は以下のようになる。 

第 1 位 2013 年台風 26 号（10 月 16 日、今回） ：525.5 ミリ/日 

第 2 位 1982 年台風 18 号（9 月 12 日）  ：473.0 ミリ/日 

第 3 位  1958 年台風 22 号（9 月 26 日、狩野川台風） ：419.2 ミリ/日 

 

第 2 位および第 3 位の台風の経路を以下に示す（図 4）。いずれのコースも関東地方に上陸するか房総半島

の東側をかすめて北東から北北東に進んでいることがわかる。これらと同様の経路を辿る台風が発生した場

合、高い海水温により台風の勢力が落ちず、さらに沿岸前線などの要素も加わると、伊豆大島に今回の台風

26 号と同規模の大雨をもたらす可能性もある。 

                                                           
5
文部科学省 気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート『日本の気候変動とその影響』（2012 年度版） 

6 気象庁ホームページ

（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/rank_s.php?prec_no=44&block_no=47675&year=&month=&day=&view=）（アク

セス日：2013 年 10 月 21 日） 
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図 4 1982 年台風 18 号の経路（上）、および 1958 年台風 22 号の経路（下）7 

 

1.6. 伊豆大島の土砂災害 

 今回の大雨により、東京都大島町では土砂災害が発生した（写真 2）。この土砂災害の被害もあり、東京都

大島町での死者は 28 人、行方不明者は 18 人となっている（10 月 22 日 9 時現在、消防庁）。10 月 16 日 10 

時 36 分 には、大島町から東京消防庁に応援要請があり、東京消防庁のヘリによりハイパーレスキュー隊 15 

名、指揮隊 2 名が出動した。その後も出動が続き、10 月 18 日 5 時 55 分には 東京消防庁 46 名（交替

隊員）が到着した。また、自衛隊は 10 月 16 日 21 時 7 分には自衛隊輸送機により出動し、10 月 20 日ま

で隊員や車両の出動が続いた。 

                                                           
7気象庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/route_map/bstv1982.html、
http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/route_map/bstv1958.html）（アクセス日：2013 年 10 月 21 日） 
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写真 2 台風 26 号の大雨による土砂崩れ現場で、犠牲者の 

搬送を見守る住民ら＝16 日午後、東京都大島町で 
共同通信社ヘリから8 

 

土砂災害は大きく分けて「急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）」、「地滑り」および「土石流」があり（図 5）、今

回大島町で発生したのは土石流とみられている。 

 
図 5 土砂災害の種類9 

 

今回、被害が大きかったのは島の西側、元町周辺であり（図 6）、この地域の多くが、土砂災害危険箇所マ

ップの土石流危険箇所に該当していることがわかる（図 7）。ここで、土石流危険箇所は、渓床勾配が 3 度以

上ある渓流で、土石流が発生した際に、土砂の堆積や氾濫により人家などへの被害の恐れのある箇所を示す。

本マップでは、土石流危険渓流及び土石流危険区域を合わせて土石流危険箇所となっている。 

各都道府県では土砂災害防止法に基づいて、土砂災害の危険箇所を調査し、危険度に応じて「警戒区域」

                                                           
8写真提供：共同通信社 
9 国土交通省ホームページ（http://www.mlit.go.jp/river/sabo/sinpoupdf/gaiyou.pdf）（アクセス日：2013 年 10 月 21 日） 
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と「特別警戒区域」の指定を進めている。しかし、東京都では、危険箇所が集中する多摩地域が優先され、

大島町については、指定に向けた調査がまだ行われていなかったという。 

 

図 6 伊豆大島の土砂流出箇所10 

 

 

図 7 大島町の土砂災害危険箇所マップ11 

2. 東京都大島町の避難に関する状況 

2.1. 警報等の発表状況 

 大島町について、今回の台風 26 号では以下のように警報等が発表されている（表 1）。 
                                                           
10 「電子国土ポータル 電子国土 Web.NEXT（試験公開）」（http://portal.cyberjapan.jp/）より閲覧可能（アクセス日：2013
年 10 月 21 日） 
11 東京都建設局 東京都土砂災害危険箇所マップ

（http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/kasen/map/Tokyo/Sakuinzu/html/Tokyo56.html、
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/kasen/map/Tokyo/Tokyo56/Tokyo56-1.jpg、
http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/kasen/map/Tokyo/Tokyo56/Tokyo56-5.jpg）（アクセス日：2013 年 10 月 21 日） 
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表 1 主な気象情報・気象警報の発表日時と内容12 

日時 情報・警報の種類 主な内容等 

15 日 17：25 気象情報第 4 号 21時から翌日 6時まで 1時間当たり最大

70 ミリ雨量が予想される。 

17：38 大雨警報 1 時間当たり 70 ミリ以上の雨量が予想

される。 

18：05 土砂災害警戒情報 降り続く大雨のため、土砂災害の危険度

が高まっており、早めの避難と町から発

表される避難勧告などの情報に注意。 

20：49 竜巻注意情報第 1 号 22:38 および 23:37 にも発表あり。 

23：04 気象情報第 5 号 21時から翌日 6時まで 1時間当たり最大

70 ミリ雨量が予想される。 

16 日 00：52 気象情報第 6 号 降り始めからの雨量が 300 ミリを超え、

土砂災害により一層警戒を。 

02：07 気象情報第 7 号 降り始めからの雨量が 400 ミリを超え、

土砂災害、低い土地や地下施設の浸水、

河川の増水・はん濫に厳重に警戒を。 

02：32 記録的短時間大雨情報第 1 号 2 時 20 分大島元町で 101 ミリ 

03：20 － 大金沢の氾濫を確認 

03：29 気象情報 8 号 大島元町では、降り始めから 3 時までの

雨量が 578.0 ミリ。これは、10 月の月合

計平年値の約 1.8 倍となる記録的な大

雨。土砂災害や低い土地の浸水に厳重に

警戒。 

03：47 記録的短時間大雨情報第 2 号 3 時 30 分大島元町で 118 ミリ 

04：50 記録的短時間大雨情報際 3 号 4 時 30 分大島元町で 108 ミリ 

 

上記のほか、気象庁は東京都の防災担当者に 3 度、大島町の担当者に 1 度、それぞれ直接電話をかけ、伊

豆大島では厳重な警戒が必要との、防災上の対応を呼びかけたということである。 

今回は伊豆大島で記録的な大雨となったにもかかわらず、気象庁から特別警報は発表されなかった。特別

警報は気象庁が 2013 年 8 月 30 日から運用を開始した。2013 年 9 月の台風 18 号の際、京都府、滋賀県およ

び福井県で初めて発表された。今回の台風 26 号で特別警報が発表されなかったのは、基準となる面積を満た

さなかったためである。3 時間降水量でいえば、伊豆大島で特別警報が発表されるには、10 以上の 5km 格子

で基準に達しなければいけなかったが、伊豆大島の 5km 格子数は 9 であった。 

大島町の大雨特別警報の発表基準となる 3 時間あたりの降水量は 147 ミリである。この降水量のみに着目

し、府県程度の広がりを考慮しない場合には、16 日 0 時～6 時の各直近 3 時間降水量が大雨特別警報の発表

基準に該当する（表 2、■で示した箇所）。このように、島嶼部では府県程度の広がりに届かず特別警報が発

表されにくい、局地的に発生する気象現象には特別警報の発表基準が対応していない、などが課題として考

えられる。 

 

                                                           
12 気象庁ホームページなどの情報をもとに当社で作成。 
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表 2 大雨特別警報に該当する時間帯（降水量のみに着目した場合）13 

時間帯 直近 3時間降水量 

15 日 21 時～22 時 ― 

22 時～23 時 ― 

23 時～24 時 111.0

16 日 00 時～01 時 152.5

01 時～02 時 215.5

02 時～03 時 279.5

03 時～04 時 328.5

04 時～05 時 334.0

05 時～06 時 245.5

06 時～07 時 127.0

 

2.2. 役場からの避難指示・避難勧告の状況 

大島町役場では、避難指示や避難勧告を出していなかったが、16 日午前 3 時 35 分頃に川が氾濫して危険

な状態であることについて防災無線で呼びかけをした。 

2.3. 土砂災害による被害の要因 

 現在も引き続き調査が進められているが、今回、大島町に土砂災害が発生した要因としては以下のような

ものを挙げることができる。 

 

・台風の接近および沿岸前線の停滞により、記録的な雨量となった。 

・火山のある大島では当該の土質が火山灰であり、水を含むと地盤が緩みやすかった。 

 

また、被害を拡大した要因については、以下のような意見もある。 

 

・1958 年台風 22 号（狩野川台風）では大島で 18 名の死傷者が出たが、 

このときの教訓が生かされなかった（1986 年の火山噴火では全島民の避難を無事遂行している）。 

・特別警報が発表されなかったため、被害を過小評価してしまった可能性がある。 

・土砂災害は夜中に発生しており、就寝中の人々が犠牲になった。 

おわりに 

台風 26 号は大雨による被害を各地にもたらした。特に伊豆大島では土砂災害による被害により多数の死者、

行方不明者が出た。今後も今回のように極端な大雨が発生する可能性があるとの予測もあることから、大雨

につながる気象には注意を払っておく必要がある。 

台風 18 号の上陸時は初の特別警報が発表されたが、特別警報でなくとも甚大な被害を及ぼす可能性のある

                                                           
13 気象庁ホームページなどの情報をもとに当社で作成。 
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ことは、今回の被害状況から教訓として覚えておきたい。また、自治体では、災害に関しての判断基準を適

切に設けるとともに、迅速に行動できるよう体制を構築しておく必要がある。もちろん、個人や家庭、職場

などでも自治体等に頼りきりになるだけでなく、自ら情報を収集することや周囲の環境の確認など、万が一

の行動を取れるよう準備しておく必要があるだろう。 
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